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　FD 研究検討委員会は、FD に関わる大学設置基準の改正（2008 年度）に先立ち、2006 年
12 月に発足した。本委員会の設置は、高等教育研究開発推進センターが 2006 年 7 月に、学






















　FD 研究検討委員会の活動は、二つの WG を中心とした活動の他、委員会としての活動の三
つのレベルで活動が行われてきている。
　第 1WG では、FD 研究検討委員会のホームページを開設（http://www.fd.kyoto-u.ac.jp/）し、
委員会の活動に関わる資料や記録、また、各部局の FD や教育改善関係の資料等を収集し、そ
れらはホームページ上で参照・共有することができる。
　第 2WG では、高等教育研究開発推進センターとの共催、協力の形をとりながら、プレ FD、





① 第 1WG の活動
　◇ホームページの充実













学 OCW（Open Course Ware）（http://ocw.kyoto-u.ac.jp/）から、おすすめ授業の紹介を開
始した。OCW では、これまでに 2,000 もの講義ビデオが蓄積されており、アクティブラーニ
ング型授業や英語での授業など、授業デザインや教室内で実際に教える際に役立つ講義ビデオ
を紹介したものである。
② 第 2WG の活動
　◇大学院生のための教育実践講座（第 9 回）
　2014年8月5日（火）10:00～18:30に、京都大学百周年時計台記念館2階の国際交流ホール、
および、会議室を利用して実施された。参加者数は、Basic コース 31 名（内、修了証授与 29





基礎現代文化学系ゼミナール（木曜 5 限）、行動・環境文化学系ゼミナール（木曜 5 限）で、前期、
後期に行われている。リレー講義担当講師は相互に参観し、自分の授業実施も含めて、上記ゼ
ミナールの公開授業および 20 分程度の授業検討会に 8 回以上参加すること、および、2015
年 2 月 19 日（木）13:00 ～ 18:30 に行われる事後研修会に参加することを前提として、総長
の修了証が授与される。詳しくは、Ⅱ−2. を参照されたい。
　◇工学部教育シンポジウム













ニューズレター『京大の FD2013』を 2014 年 3 月に発刊した。
③ 委員会全体の活動
　◇新任教員教育セミナー





は午前の部 30 名、午後の部 80 名。詳しくは、Ⅱ−4. を参照されたい。
　◇ FD 研究検討委員会「勉強会」
　本年度の FD 研究検討委員会の勉強会（通算第 11 回）は、「コースツリー勉強会」というテー
マで、二回にわけて行われた。第一回目は、2014 年 7 月 22 日（火）13:30 ～ 17:00、百周


























































2014 年 4月 10 日～ 7月 10 日　毎週木曜日 5時限　16:30 ～ 18:00
25 15 9 10 8 10
6 10 9 11 10 9








































































































































































































































































































































































































　2005 年度に第 1 回が実施されて以来、毎年、年に一度の頻度で開催され、今年度で 9 度目
の実施となる。2006 年度までは、高等教育研究開発推進センターが企画、運営していたが、






































　本講座は、2014 年 8 月 5 日（火）10 時から 18 時 30 分まで、京都大学百周年時計台記念





アンケート（資料 3, 4）、事後アンケート（資料 5, 6）を掲載している。
3‒2.　参加者数とグループ構成
　今回実施された本講座への参加者数は、Basic コース 31 名、Advanced コース 15 名の計
46 名であった。参加者の所属研究科および階層（修士課程・博士課程・OD や PD を含む研
究員など）ごとに、その内訳の詳細を表 1 に示す。
　昨年度の参加者数（68 人）に比べ参加者が減少したが、これは昨年度の人間・環境学研究






















文学研究科 6 6 1 1
経済学研究科 1 1 0
人間・環境学研究科 8 5 3 7 5 2
教育学研究科 1 1 0
工学研究科 1 1 1 1
情報学研究科 2 1 1 0
農学研究科 2 2 2 1 1
理学研究科 3 2 1 0
医学研究科 3 2 1 3 3
生命科学研究科 0 1 1
基礎物理学研究所 1 1 0
地球研究統合研究センター 1 1 0
数理解析研究所図書掛 1 1 0
法学研究科図書掛 0 1 1
付属図書館 1 1 0



















表 2 にある 9 項目を選択肢として設けた。表 2 に示した通り、Basic コースにおいてはビラと
大学の HP からの誘い、E メール・郵便による案内が、Advanced コースにおいては、その他
の教員から誘いが多かった。
表 2.　講座を知ったきっかけ（複数回答可）[ 左 : Basic コース、 右 : Advanced コース ]
4‒2.　大学での教育経験と教員への志望の度合い
　次に、大学での教育経験と教員への志望の度合いを調べるため、問 2 で「大学での教育経




　問 2 の「大学での教育経験があるか？」については、Basic コースでは、「なし」が 8 名、「TA」
が 18 名、「非常勤講師」が 3 名であった。Advanced コースでは、「なし」が 2 名、「TA」が 11 名、
「非常勤講師」が 4 名であった（表 3）。以上のように、Basic コース参加者は、教育経験がな
い者が全体の約半分を占め、また教育経験のある者のほとんどが TA であった。Advanced コー
ス参加者で教育経験がない者は少なかったが、多くは TA の経験のみであった。
　問 3 の「大学教員にどの程度なりたいか？」（5 件法、「1：まったく希望していない」から





表 3.　大学での教育経験（複数回答可）　[ 左 : Basic コース、 右 : Advanced コース ]
表 4.　大学教員になることを希望するか　[ 左 : Basic コース、 右 : Advanced コース ]
4‒3.　プレ FDプログラムの効果検証

















　問 5 では、本講座の受講動機を 8 つの質問によって尋ねた。以前は自由記述によって受講
動機を尋ねていたが、3 年前からは、それまでの自由記述を元にした質問項目によって尋ねる


























大学での教育活動に関心があるから 4.30 4.46 
大学で教えるための知識・技術を身につけたいから 4.53 4.53 
大学教育について考える機会が欲しかったから 4.30 4.06 
実際に教育に関わる中で悩んだり困ったりしたことがあるから 3.23 2.53 
他の大学院生が大学教育についてどのような考えをもっているか知りたいから 3.23 3.13 
他の大学院生と、大学教育について意見交換したかったから 3.30 3.20 
他の大学院生と人間関係をつくりたかったから 3.00 3.26 

































































































































































は 1 名、「行うことは不可能」は 8 名であった。「行うことは可能」と回答した受講生のうち、
文学研究科より 1 名、工学研究科より 1 名を選出し、模擬授業を担当してもらった。　
4‒8.　大学以外での教育経験、大学教育への問題意識
　問 7 では、教員免許取得の有無を尋ねた（複数回答可）。「小学校」0 名、「中学校」1 名、「高
等学校」3 名、「その他」0 名、「なし」10 名と、教員免許を持たないものがほとんどであった。
　問 8 では、初等・中等教育での指導経験の有無を尋ねたが（複数回答可）、問 7 の結果から
予想されるように、「小学校であり」0 名、「中学校であり」2 名、「高等学校であり」4 名、「な
し」9 名と、経験を持たない人が多かった。
　問 9 では、塾・家庭教師などでの指導経験の有無を尋ねた。「あり」が 11 名、「なし」が 2 名と、
経験者が相対的に多かった。
　問 10 では、学部生時代に受けた授業への満足度を尋ねた。「1. まったく満足していない」
から「5. 非常に満足している」までの 5 段階で評定を行った。その結果、「5. 非常に満足し
ている」が 0 名、「4. まあまあ満足している」が 11 名、「3. どちらともいえない」が 1 名、「2. 










という質問に対し、「1. まったく満足していない」から「5. 非常に満足している」までの 5 段
階で評定を行った。Basic コースは平均 4.12（グループ討論 : 4.16、ミニ講義 : 4.22、コミュ
ニケーションデザイン : 4.1）、Advanced コースは平均 4.66（模擬授業・検討会 : 4.46、グルー
プ討論 : 4.53、コミュニケーションデザイン : 4.6、ミニ講義 : 4.6）となり、全体的には本講
座に対する高い満足度がうかがえる。
　昨年度実施したボディワークに比べると、コミュニケーションデザインの満足度は、Basic




















































































































































































までの 5 段階で評定してもらった。その結果、「5. 強くそう思う」が 7 名（22.5％）、「4. そう
思う」が 18 名（58.0％）、「3. どちらとも言えない」が 5 名（16.1％）、「2. あまりそう思わない」
1 名（3.2％）、「1. まったくそう思わない」は 0 名（0.0％）で、平均は 4.00 であった。例年
通り多くの参加者が Advanced コースにも参加したいと考えている。
　最後に、今後センターの催しの案内を送付希望するかどうか尋ねたところ、Basic コースは



















































高等教育研究開発推進センター教授　飯吉 透 高等教育研究開発推進センター教授　飯吉 透
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
   
   
   







































































































































































   
   
   
   

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   



















































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   



















































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大学進学率 ～15％ 15～50％ 50％～



























































































































































































































• 杉江修治他編著(2004) 『高等教育シリーズ１２５ 大学授業を
活性化する方法』 玉川大学出版部
• ケン・ベイン著(2008) 『ベストプロフェッサー』 玉川大学出版部
• 中井 俊樹編(2008) 『英語で授業シリーズ① 大学教員のため
の教室英語表現３００』 株式会社アルク


























                                              京都大学 FD 研究検討委員会 






お名前：                    
 
ご所属：                  
*京大以外の方は，大学名もお書き下さい。 
あてはまる番号 1 つを〔  〕内にご記入下さい。 
   ご身分： 
■大学院生の方 
   課程  ① 修士  ② 博士                                〔   〕 
学年  ① 1 年  ② 2 年  ③ 3 年  ④ 4 年以上         〔   〕 
■大学院生以外の方 




⑥・⑨の場合は詳細を（  ）内にご記入下さい）  
 ① 指導教員から  ② その他の教員から  ③ 友人から  ④ 大学の HP で 
 ⑤ センターの HP で  ⑥ ポスターで（掲示場所：                              ） 
 ⑦ ビラで    ⑧ E メール、郵便による案内で   ⑨ その他（            ） 
 
問２ 大学での教育経験はありますか？ある方は行っている年数もお答え下さい。（あて
はまる番号すべてを選び、②・③の場合は年数を（  ）内にご記入下さい） 
 ① なし   ② TA（約   年）   ③ 非常勤講師（約   年） 






 ① 全く希望していない  ② あまり希望していない  ③ どちらともいえない   
 ④ やや希望している ⑤ 非常に希望している 
 
問４ あなたが大学教員として働くことを想定した場合、以下の文章は、あなたの普段の


























































1 2 3 4 5 
2 大学教員は教育に注力する必要がある

1 2 3 4 5 
3 大学教員は社会貢献に注力する必要がある

1 2 3 4 5 
4 大学教員は管理・運営に注力する必要がある 1 2 3 4 5 
5 私は研究者としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
6 私は教育者としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
7 私は社会貢献を行う存在としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
8 私は管理・運営を行う存在としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
9 授業を行う際の自分の未熟な点について理解している

1 2 3 4 5 
10 学生のニーズやその多様性を理解している

1 2 3 4 5 
11 授業における学生とのコミュニケーションを重視している

1 2 3 4 5 
12 自分に合った授業のスタイルを理解している

1 2 3 4 5 
13 他者の視点を自分の授業に活かそうとしている

1 2 3 4 5 
14 自分の専門分野を初学者にわかりやすく伝えることができる

1 2 3 4 5 
15 自らの教育内容や教授方法を客観的に見ることができる 1 2 3 4 5 
16 現代において大学教育の状況が変化していることを理解している 1 2 3 4 5 
17 一斉講義以外の授業の進め方を知っている

1 2 3 4 5 
18 学生参加型の授業の進め方を知っている

1 2 3 4 5 
19 学生のモチベーションを高める方法を知っている

1 2 3 4 5 
20 教育は自分の研究にも役に立つ 1 2 3 4 5 
21 授業を行うことは研究上の発見にもつながる 1 2 3 4 5 
22 教育に注力することは研究者としての成長の妨げになる





1 2 3 4 5 
− 68 −
Ⅱ−３. 資料３
 問５ どうして、この講座を受講しようと思いましたか？（あてはまる番号 1 つを選択し
て下さい） 
 問５－１.大学での教育活動に関心があるから。 



































1 2 3 4 5 
25 自分の講義スタイルを改善していきたい

1 2 3 4 5 



























                                              京都大学 FD 研究検討委員会 






お名前：                    
 
ご所属：                  
*京大以外の方は，大学名もお書き下さい。 
あてはまる番号 1 つを〔  〕内にご記入下さい。 
   ご身分： 
■大学院生の方 
   課程  ① 修士  ② 博士                                〔   〕 
学年  ① 1 年  ② 2 年  ③ 3 年  ④ 4 年以上         〔   〕 
■大学院生以外の方 
① PD   ②研究員   ③その他（                       ）  〔     〕 
    
 
問１ この講座のことをどのようにして知りましたか？（あてはまるすべての番号を選び、
⑥・⑨の場合は詳細を（  ）内にご記入下さい）  
 ① 指導教員から  ② その他の教員から  ③ 友人から  ④ 大学の HP で 
 ⑤ センターの HP で  ⑥ ポスターで（掲示場所：                              ） 
 ⑦ ビラで    ⑧ E メール、郵便による案内で   ⑨ その他（            ） 
 
問２ 大学での教育経験はありますか？ある方は行っている年数もお答え下さい。（あて
はまる番号すべてを選び、②・③の場合は年数を（  ）内にご記入下さい） 
 ① なし   ② TA（約   年）   ③ 非常勤講師（約   年） 






 ① 全く希望していない  ② あまり希望していない  ③ どちらともいえない   
 ④ やや希望している ⑤ 非常に希望している 
 
問４ あなたが大学教員として働くことを想定した場合、以下の文章は、あなたの普段の


























































1 2 3 4 5 
2 大学教員は教育に注力する必要がある

1 2 3 4 5 
3 大学教員は社会貢献に注力する必要がある

1 2 3 4 5 
4 大学教員は管理・運営に注力する必要がある 1 2 3 4 5 
5 私は研究者としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
6 私は教育者としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
7 私は社会貢献を行う存在としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
8 私は管理・運営を行う存在としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
9 授業を行う際の自分の未熟な点について理解している

1 2 3 4 5 
10 学生のニーズやその多様性を理解している

1 2 3 4 5 
11 授業における学生とのコミュニケーションを重視している

1 2 3 4 5 
12 自分に合った授業のスタイルを理解している

1 2 3 4 5 
13 他者の視点を自分の授業に活かそうとしている

1 2 3 4 5 
14 自分の専門分野を初学者にわかりやすく伝えることができる

1 2 3 4 5 
15 自らの教育内容や教授方法を客観的に見ることができる 1 2 3 4 5 
16 現代において大学教育の状況が変化していることを理解している 1 2 3 4 5 
17 一斉講義以外の授業の進め方を知っている

1 2 3 4 5 
18 学生参加型の授業の進め方を知っている

1 2 3 4 5 
19 学生のモチベーションを高める方法を知っている

1 2 3 4 5 
20 教育は自分の研究にも役に立つ 1 2 3 4 5 
21 授業を行うことは研究上の発見にもつながる 1 2 3 4 5 
22 教育に注力することは研究者としての成長の妨げになる









問５ どうして、この講座を受講しようと思いましたか？（あてはまる番号 1 つを選択し
て下さい） 
 問５－１.大学での教育活動に関心があるから。 


































1 2 3 4 5 
25 自分の講義スタイルを改善していきたい

1 2 3 4 5 
























いただく予定です（1 授業につき概要説明 10 分＋実演 20 分程度）。あなたがその授業者と
なり、模擬授業を行っていただくことは可能ですか？（あてはまる番号 1 つ選び、②の場
合は、懸案事項を（  ）内にご記入下さい） 
 ① 行うことは可能     
② 条件によっては可能（懸案事項：                                         ） 
③ 行うことは不可能                                                 
 
問８ いずれかの教員免許をお持ちですか？（あてはまる番号すべてを選び、④の場合は詳
細を（  ）内にご記入下さい） 











  ①あり   ②なし 
 
問１１ 学部生時代に受けた授業はどの程度満足なものでしたか？ 
  ①まったく満足していない   ②あまり満足していない   ③どちらともいえない 



























                                              京都大学 FD 研究検討委員会 






お名前：                   
 
ご所属：                 
あてはまるもの 1 つに○をつけて下さい。 
   ご身分： 
■大学院生の方 
   課程  ① 修士  ② 博士    
学年  ① 1 年  ② 2 年  ③ 3 年  ④ 4 年以上 
■大学院生以外の方 






 １．まったく満足していない ２．あまり満足していない ３．どちらとも言えない











３．どちらとも言えない ４．まあまあ有意義だった ５．非常に有意義だった    

（１）グループ討論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  ２  ３  ４  ５

（２）ミニ講義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  ２  ３  ４  ５














４．そう思う       ５．強くそう思う

問６ あなたが大学教員として働くことを想定した場合、以下の文章はあなたの普段の考





































































1 2 3 4 5 
2 大学教員は教育に注力する必要がある 
 
1 2 3 4 5 
3 大学教員は社会貢献に注力する必要がある 
 
1 2 3 4 5 
4 大学教員は管理・運営に注力する必要がある 1 2 3 4 5 
5 私は研究者としてやっていく自信がある 
 
1 2 3 4 5 
6 私は教育者としてやっていく自信がある 
 
1 2 3 4 5 
7 私は社会貢献を行う存在としてやっていく自信がある 
 
1 2 3 4 5 
8 私は管理・運営を行う存在としてやっていく自信がある 
 
1 2 3 4 5 
9 授業を行う際の自分の未熟な点について理解している 
 
1 2 3 4 5 
10 学生のニーズやその多様性を理解している 
 
1 2 3 4 5 
11 授業における学生とのコミュニケーションを重視している 
 
1 2 3 4 5 
12 自分に合った授業のスタイルを理解している 
 
1 2 3 4 5 
13 他者の視点を自分の授業に活かそうとしている 
 
1 2 3 4 5 
14 自分の専門分野を初学者にわかりやすく伝えることができる 
 
1 2 3 4 5 




1 2 3 4 5 
17 一斉講義以外の授業の進め方を知っている 
 
1 2 3 4 5 
18 学生参加型の授業の進め方を知っている 
 
1 2 3 4 5 
19 学生のモチベーションを高める方法を知っている 
 
1 2 3 4 5 
20 教育は自分の研究にも役に立つ 1 2 3 4 5 
21 授業を行うことは研究上の発見にもつながる 1 2 3 4 5 
22 教育に注力することは研究者としての成長の妨げになる 
 
1 2 3 4 5 
23 授業内容の水準・到達目標を下げても、学生の理解度に合わせることが重要だ 1 2 3 4 5 
24 様々な講義スタイルを学んでいきたい 
 
1 2 3 4 5 
25 自分の講義スタイルを改善していきたい 
 
1 2 3 4 5 







                                              京都大学 FD 研究検討委員会 






お名前：                   
 
ご所属：                 
あてはまるもの 1 つに○をつけて下さい。 
   ご身分： 
■大学院生の方 
   課程  ① 修士  ② 博士    
学年  ① 1 年  ② 2 年  ③ 3 年  ④ 4 年以上 
■大学院生以外の方 





 １．まったく満足していない ２．あまり満足していない ３．どちらとも言えない










 １．まったく有意義ではなかった ２．あまり有意義ではなかった 
３．どちらとも言えない ４．まあまあ有意義だった ５．非常に有意義だった    
  
（１）ミニ講義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５  ４  ３  ２  １

（２）コミュニケーションデザイン・・・・・・・・・・・・・５  ４  ３  ２  １

（３）模擬公開授業・検討会・・・・・・・・・・・・・・５  ４  ３  ２  １


















































































1 2 3 4 5 
2 大学教員は教育に注力する必要がある

1 2 3 4 5 
3 大学教員は社会貢献に注力する必要がある

1 2 3 4 5 
4 大学教員は管理・運営に注力する必要がある 1 2 3 4 5 
5 私は研究者としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
6 私は教育者としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
7 私は社会貢献を行う存在としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
8 私は管理・運営を行う存在としてやっていく自信がある

1 2 3 4 5 
9 授業を行う際の自分の未熟な点について理解している

1 2 3 4 5 
10 学生のニーズやその多様性を理解している

1 2 3 4 5 
11 授業における学生とのコミュニケーションを重視している

1 2 3 4 5 
12 自分に合った授業のスタイルを理解している

1 2 3 4 5 
13 他者の視点を自分の授業に活かそうとしている

1 2 3 4 5 
14 自分の専門分野を初学者にわかりやすく伝えることができる

1 2 3 4 5 




1 2 3 4 5 
17 一斉講義以外の授業の進め方を知っている

1 2 3 4 5 
18 学生参加型の授業の進め方を知っている

1 2 3 4 5 
19 学生のモチベーションを高める方法を知っている

1 2 3 4 5 
20 教育は自分の研究にも役に立つ 1 2 3 4 5 
21 授業を行うことは研究上の発見にもつながる 1 2 3 4 5 
22 教育に注力することは研究者としての成長の妨げになる

1 2 3 4 5 
23 授業内容の水準・到達目標を下げても、学生の理解度に合わせることが重要だ 1 2 3 4 5 
24 様々な講義スタイルを学んでいきたい

1 2 3 4 5 
25 自分の講義スタイルを改善していきたい

1 2 3 4 5 


















参加者の内訳は、「新任教員教育セミナー」の対象者が 30 名（教授 2 名、准教授 10 名、講師
2 名、助教 16 名）、全学からの申込みが 13 名（うち職員 2 名）、関西 FD 会員校から 10 名、












































　ワークショップ終了後、参加者にアンケートを実施したところ、53 名中 52 名の回答が得
られた。このワークショップに申込みをした理由を尋ねたところ（複数回答可）「学生とのコミュ
ニケーションの不安がある」が 8 名、「コミュニケーション技術を身につけたい」が 29 名、「授
業スキルの改善」が 27 名、「演劇に興味がある」が 12 名、「所属大学からの指示」が 10 名、「そ

























































































































（田中 一孝、田口 真奈、松下 佳代）
− 87 −
II − 4 − 2.　新任教員教育セミナー 2014
1.　プログラムの目的と経緯
1‒1.　全学的な取組として







・FD 研究検討委員会において FD の現状分析を行い、情報の共有化を促進する。
・在学生、卒業生による授業評価の実施について検討する。
・部局 FD への支援を行う。
・院生・OD 等を対象としたプレ FD の普及を行う。
・初任者研修を実施する。
・ワークショップ等による情報の共有化を図る。









































助教：214 名（助教 4 名、特定助教 91 名、特定拠点助教 8 名、特定病院助教 15 名、大
学院担当助教 96 名）
講師：43 名（講師 2 名、特定講師 24 名、特定外国語担当講師 2 名、特定拠点講師 1 名、
大学院担当講師 14 名）
准教授：100 名（准教授 11 名、特定准教授 36 名、特定外国語担当准教授 1 名、大学院
担当准教授 52 名）
教授：39 名（教授 2 名、特定教授 14 名、大学院担当教授 23 名）
□参加者（計 80 名）
　　助教：37 名（助教 2 名、特定助教 12 名、大学院担当助教 23 名）
　　講師：5 名（特定講師 3 名、大学院担当講師 2 名）
　　准教授：29 名（准教授 7 名、特定准教授 3 名、大学院担当准教授 19 名）








　　新採：70 名、昇進：9 名、その他：1 名
2.　プログラムの実際
2‒1.　開催日時とタイムテーブル








開会式（司会・進行：高等教育研究開発推進センター准教授 田口 真奈） 
開会挨拶：京都大学教育担当理事 淡路 敏之  
13:10  
セッション 1：ミニ講義 1「現在の大学教育の動向と京都大学の教育改革」 
FD 研究検討委員会委員長・高等教育研究開発推進センター長 飯吉 透 
13:25  
セッション 2：ミニ講義 2「京大生の学習の実態」 
高等教育研究開発推進センター教授 溝上 慎一    
13:45  
セッション 3：ミニ講義 3「京大の教育的取組」 
「教養・共通教育（PandA の紹介を含む）」国際高等教育院副教育院長 喜多 一 







セッション 4: ミニ講義 4「私の授業」 
 国際高等教育院（人間・環境学研究科） 
























閉会挨拶：FD 研究検討委員会委員長・高等教育研究開発推進センター長 飯吉 透 
− 91 −
2‒2.　セッション 5　グループ討論のテーマ



















































































































































































































































































の 5 件法で尋ねた。平均で 3.70 ～ 4.50、総合評価で 4.19 となり、全体としてかなり高い評






















































































































【前半（セッション 1 ～ 3）の短縮】
・A bit long-especially the セッション3. Perhaps have some other teachers explain their classroom like 




























































































験と知識を得られました。    
・現場での悩みや異なる分野の先生が抱える問題や悩みを広く知ることができる。







・Good overview of what the university is doing/thinking. Group discussion was also useful to see how 

















































II − 5.　第 10回工学部教育シンポジウム
　京都大学高等教育研究開発推進センターは、本学工学部との学内連携の一環として、平成








　16:30 ～ 16:35　 開会挨拶
工学部長　伊藤　紳三郎


























•  オ プーンエデュケーションとは 





















•  オ プーンエデュケーションの三要素（Iiyoshi & Kumar 2008） 
ツール コンテンツ ナレッジ 
オ プーンコースウェア（OCW）（2001-） 
http://ocw.mit.edu/ 






























































































































































•  OERについての認識（Allen & Seaman, 2014） 
–  「とても認識・認識」：20.3%　　＜ 日本 
































The Chemistry of Life 
•  上杉志成教授（物質ー細胞統合シス
テム拠点／化学研究所） 























































































　 国立 公立 私立 合計 
次年度の提供を予定している 3 1 6 10 
次年度の提供を検討している 0 0 1 1 
２～３年以内の提供を予定している 3 0 1 4 
２～３年以内の提供を検討している 2 0 2 4 
時期は未定だが将来的な導入を検討している 14 3 51 68 
注：短大・高専を含めると若干増える 
MOOC：講義提供の目的について（京都大学 2014） 
　 国立 n = 23 私立 n = 64 合計 n = 92 
高校生向けの広報 43.5% 56.3% 51.1% 
留学生の獲得 65.2% 31.3% 38.0% 
国内の大学生の獲得 47.8% 45.3% 44.6% 
国内の大学院生の獲得 39.1% 20.3% 23.9% 
社会人の転職の支援 0.0% 6.3% 4.3% 
社会人のスキルアップの支援 30.4% 26.6% 26.1% 
生涯教育の支援 39.1% 53.1% 47.8% 
卒業生への教育サービス提供 8.7% 18.8% 15.2% 
自学の学生の学習環境の向上 69.6% 56.3% 59.8% 
多様な教育提供の選択肢の拡大 73.9% 57.8% 60.9% 
教育情報の発信 65.2% 48.4% 53.3% 
高等教育機関としての社会貢献 69.6% 56.3% 59.8% 
教育の質の向上のための学習データ収集 30.4% 28.1% 28.3% 
ファカルティ・ディベロップメント 17.4% 20.3% 18.5% 
大学間教育連携（単位互換等） 34.8% 23.4% 27.2% 
※公立は母数が小さい（n=4）ため除外 

























































































•  “One‒size-fits-all” アプローチからの脱却 
–  “Seat time requirement”？ 
–  スキル（コンピテンシー）ベースでの評価 
–  テクノロジーにより支援可能な側面がある 
•  National Education Technology Plan 2010 































•  アナリティクスのプロセス (ECAR 2012) 
*Society for Learning Analytics Research 










Enhancing Teaching and Learning Through Educational Data Mining and Learning 





































•  MOST GALAXYで公開中 
–  https://most-keep.jp/most/gallery-most_fellow_01/ 
ご静聴、ありがとうございました！ 
酒井 博之 
sakai.hiroyuki.2v@kyoto-u.ac.jp 
